
【意見の概要とそれに対する市の考え方】 

 

No 意見の概要 意見に対する市の考え方 

1 村上市は未就園児までが遊べる子育て支援セ

ンターなどは充実しているが、小学生が遊べる施

設は少ないため、休日には公園や室内遊具施設を

求めて市外や県外まで足を運ぶことが多く、食事

など市外でお金を使用することになる。 

村上市はとても子育てしにくい所であり、経済

効果や人口減少を止めるためにもぜひ室内遊具

施設にして欲しい。 

また、子供だけでなく年配の方やどの世代でも

行きたくなるような施設（カフェや図書館）にな

れば、市民も納得するはずである。 

年齢性別を問わず、広く各世代からご利用いた

だける施設とすることは望まれる姿であると考

えております。 

その中で子育ての視点での施設活用も大切で

あると理解をしております。施設の開放等のプラ

ンも視野に入れながら具体的な利活用を検討し

ていきたいと思います。 

2  旧香藝の郷のみの整備を行うべきではない。 

 報告書の宿泊者アンケートにある通り、現状で

街歩きに適した環境・景色であるとは思えない。 

 瀬波温泉地域全体の街づくりをどうするかと

いう点を先に議論すべきである。 

周辺整備と街歩きに適した環境づくりのご意

見と理解させていただきました。 

当該施設の役割につきましても、街歩きに適し

た環境や景色づくりの役割を果たせるような利

活用方法を検討させていただきます。 

3  村上市における観光ビジョン・コンセプトを策

定すべき。報告書における利活用案を見ると、村

上市全域の均等な観光客誘致というより、瀬波温

泉における箱物事業に見えてしまう。報告書で

は、旧村上地区が観光客の行動範囲と想定されて

おり、こういった限定的な想定が他地区における

観光産業拡大の制約となっている。 

 そのため、まずは市内全域に係るビジョンやコ

ンセプトを策定し、そのうえで必要なら施設整備

をすべきである。 

瀬波温泉は本市観光を支える大きな柱の一つ

であることはご承知のとおりです。 

この瀬波温泉を中心に、市内各地域・各観光ス

ポット等とのより良い連携を生み出す施設とし

ての位置づけで利活用方法を導くことなどを目

的の一つとして、報告書作成にあたり各方面から

のアンケートや市民・在勤者等を対象としたワー

クショップを実施したものです。 

いただきましたご意見も踏まえながら検討さ

せていただきます。 

4 旧香藝の郷の整備に先立っては、報告書にある

ような展示スペースとしての活用を考える前に、

既存施設での生涯学習等の実績の検証をすべき

である。 

教育情報センター、村上市生涯学習推進センタ

ーや村上市総合文化会館などの既存施設におい

ては、観光客が立ち寄れる環境にあるが、今一つ

活用されていないように見える。 

こういったスペースでの展示を行ってみて、何

らかの「展示」が観光産業の拡大に寄与するのか

検証する必要があるのではないか。 

市民（生涯学習関係団体、個人やその他の関係

者）と観光客との交流や融合は、交流人口を増や

すための一つの手段として有効と考えています。 

その中で、ご意見をいただいたように既存の文

化教育施設等を活かした観光への誘導を如何に

叶えていくか、そのためにこの施設が果たす役割

はどのようなことなのかを検討させていただき

ます。 



5 瀬波温泉は観光地であることから、文化の集積

や発信の場としても通過点に過ぎないため経済

効果は限定的である。 

また、情報の発信・取得は「拠点」でなくても

インターネットや SNS 等で可能であり、今後益々

その必要性は低くなっていくことが考えられ、チ

ラシ・パンフレットの提供や着地型プログラムの

発着基地という機能も同様に、既存施設で対応可

能と考える。 

更に、食の提供については、宿泊を伴うような

旅行・来訪の第一目的にはなりづらい。日帰りで

きる範囲での二次的な目的や重要要素にはなる

が、それ以上の集客は難しいと考える。 

情報発信や食の提供に関する部分の提案内容

は既存の施設で対応可能とのご意見ですが、当該

施設が周辺地域の賑わいを生む施設として、その

役割を果たすことも重要であると理解しており

ます。 

周辺地域への経済波及効果と訪れる方のニー

ズの変化にも注意しながら、この施設が有効に活

用されるにはどのような方法があるのか検討を

進めなければならないものと思っております。 

 

6 瀬波温泉の活性化とは、宿泊施設にとっては宿

泊者・日帰り客の増加、商店にとっては街中を歩

く観光客の増加、飲食店にとっては来客増加によ

る昼夜の飲食者の増加が観光産業の活性化であ

る。 

このことから、住民が気軽に利用できる憩い・

学習・体験・活動の場では、経済活動が活発にな

るとは考えにくい。 

また、伝統芸能・地域イベントの開催の場や写

真展・美術などの展示室などは、来訪による賑わ

いが出る可能性はあるものの、来訪目的がはっき

りしており、宿泊や日帰りでの宿泊施設利用や消

費活動にはつながりづらいと考える。 

村上市の観光における環境は、個人旅行者の増

加など旅行者のニーズの変化や全国的に大きな

動きとなっているインバウンド受入など、近年の

観光を取り巻く環境の変化はかつての観光地の

あり方から更に大きく進めた対応が求められて

います。 

今後もその傾向は更に加速していくものと考

えており、多用途に対応する環境整備が必要と予

測されることからも、温泉の宿泊者や日帰り客に

限らず住民も含め、また、ご指摘のイベント等の

可能性も含めて、総合的な賑わいの場が提供でき

るよう検討したいと考えております。 

 

この度頂いた御意見並びに「旧香藝の郷の利活用方法に関する意見集約及び方向性に関する調査・研

究報告書」の内容を総合的に勘案いたしまして、今後計画等を策定してまいります。 


